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要 旨 

 

府 道 談 夜 久 野 線 ゆ ず り ト ン ネ ル に お い て 、 定 期 点 検 結 果 を

踏 ま え て 令 和 ７ 年 １ 月 ８ 日 に 補 修 工 事 に 着 手 し た と こ ろ 、 １

月 15日 に 空 洞 が 確 認 さ れ た 。 工 事 の 着 手 に よ り 覆 工 が 早 期 に

落 下 す る 可 能 性 が あ っ た こ と か ら 、 第 三 者 被 害 を 防 止 す る た

め 、 同 日 、 全 面 通 行 止 め を 実 施 し た 。  

そ の 後 、 １ 月 20日 に 、 道 路 防 災 ド ク タ ー （ 京 都 大 学 大 学 院  

岸 田 潔 教 授 ） ・ 国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 職 員 ・ 京 都 府 職 員

に よ る 合 同 現 地 調 査 を 実 施 し た と こ ろ 、 覆 工 コ ン ク リ ー ト の

厚 さ が 不 足 し て い る こ と が 判 明 し た 。 覆 工 コ ン ク リ ー ト の 厚

さ 不 足 及 び 空 洞 の 発 生 は 、 経 年 劣 化 に よ る も の と は 考 え に く

く 、 施 工 上 の 問 題 で あ る と 推 察 さ れ た 。  

ま た 、 助 言 を 踏 ま え て 京 都 府 が 詳 細 調 査 を 実 施 し た 結 果 、

計 20箇 所 の 空 洞 が 確 認 さ れ た 。  

確 認 さ れ た 空 洞 に つ い て 、 原 因 究 明 、 立 案 し た 応 急 対 策 及

び 恒 久 対 策 、 並 び に 今 後 の 再 発 防 止 策 に つ い て 多 方 面 か ら 専

門 的 知 見 に 基 づ く 技 術 的 助 言 を 得 る こ と を 目 的 と し て 、 「 府

道 談 夜 久 野 線 ゆ ず り ト ン ネ ル 技 術 検 討 委 員 会 」 を 設 置 し た 。

委 員 か ら の 意 見 等 を 踏 ま え 、 補 修 工 法 及 び 施 工 管 理 方 法 等 を

京 都 府 で 決 定 し 、 補 修 工 事 を 経 て 、 令 和 ７ 年 11月 ４ 日 に 全 面

通 行 止 め を 解 除 し た 。   



本 手 引 き （ 案 ） は 、 道 路 ト ン ネ ル 【 Ｎ Ａ Ｔ Ｍ 】 に お け る 覆

工 背 面 空 洞 の 補 修 設 計 及 び 工 事 に 関 し 、 「 府 道 談 夜 久 野 線 ゆ

ず り ト ン ネ ル 技 術 検 討 委 員 会 」 に お い て 委 員 か ら 聴 取 し た 意

見 等 を 踏 ま え る と と も に 、 ゆ ず り ト ン ネ ル で 発 生 し た 事 象 に

基 づ き 課 題 を 整 理 し た う え で 、 同 様 の Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ト ン ネ ル に 適

用 可 能 な 空 洞 補 修 対 策 工 法 の 考 え 方 及 び 補 修 工 事 に お け る 留

意 事 項 を 取 り ま と め 、 覆 工 維 持 管 理 の 手 引 き （ 案 ） と し て 整

理 し た も の で あ る 。  

取 り ま と め に あ た っ て は 、 覆 工 厚 及 び 背 面 空 洞 の 現 況 把 握

と し て 実 施 し た 調 査 方 法 の 概 要 、 調 査 結 果 に 基 づ く 補 修 対 策

優 先 度 判 定 区 分 の 考 え 方 、 補 修 工 事 段 階 で の 留 意 事 項 に つ い

て 、 詳 細 調 査 業 務 、 空 洞 補 修 設 計 業 務 、 技 術 検 討 委 員 会 資

料 、 工 事 完 成 図 書 等 を も と に 状 態 の 要 因 分 析 を 行 い 、 課 題 及

び 対 応 策 に つ い て 検 討 し た 。  

本 手 引 き （ 案 ） は 、 京 都 府 が 定 め る 道 路 ト ン ネ ル 【 Ｎ Ａ Ｔ

Ｍ 】 の 覆 工 に 関 す る 各 種 規 定 ・ 基 準 及 び 指 針 類 を 補 完 す る も

の で あ り 、 維 持 管 理 従 事 者 に と っ て 分 か り や す い 構 成 と し

た 。 今 後 の 業 務 及 び 維 持 管 理 に 活 用 さ れ た い 。  
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